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ＳＮＳなどを活用した
広報活動による、本校
の取り組みのさらなる
発信に努めます。

教科「英語」においてＡＬＴ
を活用したパフォーマンステ
ストなど、日常生活に必要な
書く・聴く・話すことを生徒
に身に着けさせることができ
ました。

教科「英語」と「農
業」間の教科横断的な
取り組みの実施に努め
ます。

計画に基づくグローバ
ルな視点を取り入れた
学習活動に努めます。

Ⅳ

地域交流の拠点
となる学校

７

「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

創造社会に向けたスマート農業や持続
可能な農業を推進します。

関係機関の協力のもと、環境
再生農業の大規模経営化を目
的とした不耕起播種機での播
種を実施することができまし
た。

タブレットを活用した
生徒主体の圃場管理の
導入などスマート農業
学習の強化に努めま
す。

Ⅴ
　
地域防災を推進
する学校

８

「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

危険物取扱や普通救命講習の資格取得
を推奨します。
校内防災をはじめ地域防災について意
識を高め、各施設、設備、車輌等の点
検・管理に努め、生徒の安全教育を推
進します。

危機管理マニュアルの点検と
見直しを実施することができ
ました。また、防災教育や安
全教育として避難訓練や普通
救命講習を実施することがで
きました。

危機管理意識を高め管
理記録の保管と情報共
有に努めます。

Ⅲ
　
地球環境を守り
創造する学校

５

「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

循環型社会意識を高め、安全・安心な
農産物・加工品の生産・製造により地
域への発進力を高めます。
環境創造を意識した循環型農業の圃場
づくりに取り組みます。

有機農業コースでは有機ＪＡ
Ｓ認証圃場の面積を大幅に増
やすことができました。ま
た、耕さない農業や環境再生
農業について科学的に取り組
んでいます。

本校認証制度に向けた
取組の地域発信に向け
た広報活動のさらなる
充実と地域ネットワー
クの構築に努めます。

６

「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

村立学校の特色をいかし、保・小・中
との連携学習や地域交流をとおして、
農業教育活動を地域に広めます。

村内の保育所・小学校・中学
校との農業交流は例年通り実
施できました。また、本校主
催の地域に向けた研修会では
農家や関係機関など約80名が
参加し実施することができま
した。

地域の拠点となる本校
の先進的な活動の充実
に努めます。

２

「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

インバウンドをいかした生徒の英語教
育における実践機会を提供しグローカ
ル教育を推進します。

北海道真狩高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

Ⅱ
　
地域社会・産業
に寄与する学校

３

「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

講演会や先進地視察を含めた担い手研
修を実施します。
地域の特産物を中心とする持続可能な
生物生産に取り組みます。

多くの講演会や北海道内の先
進的な農家や関係機関を視察
することができました。ま
た、北大ラズベリーの北海道
特産物化に向けたプロジェク
トの実施など活動の幅が増え
ています。

各連携をとおして、地
域に向けて本校の教育
活動のさらなる発信に
努めます。

４

「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

日頃の学習を生かし、プロジェクト活
動では地域貢献を意識した課題設定を
し、関係機関と連携した専門教育を推
進します。

プロジェクト活動では多くの
農家や関係機関との連携とご
協力をいただいており、先進
的な活動に取り組むことがで
きました。この成果をメディ
アや研究会での発表等で地域
に広く発信することができま
した。

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
　
グローカル教育
で人材を育てる
学校

１
　
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

地域の特性を生かし、教育資源を活用
することにより「有機農業コース」と
「野菜製菓コース」やプロジェクト学
習の充実、発展を図ります。

各コースにおける学習やプロ
ジェクト活動は充実してお
り、その成果が農業クラブ３
大事業の大会やコンテストな
どの結果を見ても判断できま
す。


